
質  問  回  答 

2023年 2月 21日 

「マダガスカル国アンタナナリボ都市圏都市開発のための道路網整備に係る情報収集・確認調査（QCBS）」 

 （公示日：2023年 2月 8日／公示番号：22a00519）について、質問と回答は以下の通りです。 

 

通番号 当該頁項目 質問 回答 

１ P7 

９．契約交渉権者の決定方法 

（２）評価方法 

３）価格評価 

本案件では、（通常の QCBS では予定価格の

80%ですが、そうではなく）上限価格の 80%が

最低見積額となり（価格評価点）＝100点とする

と記載されていますが、これは何かの間違いで

はないでしょうか。 

価格点が満点になるような金額が明らかにな

り、価格競争の要素が実質なくなることで、

QCBS の本来の目的を失ってしますが、それで

良いのでしょうか。 

2023 年 1 月公示案件より価格点の計算方法を

変更しておりますので間違いではございません。

詳細はこちらをご確認ください。 

コンサルタント等契約における QCBS 及び一般

競争入札（総合評価落札方式）での価格点計算

式の変更及び企画競争（QCBS 含む）への上限

額提示の試行導入について | 調達情報 | JICA

について - JICA 

 

2 P19 

第２章 特記仕様書案 

第５条 調査の内容 

（４）交通実態調査の実施 

「最新の FS 報告書二点を参考に」とあります

が、この二点の FS 報告書とは以下のとおりで

良いでしょうか。 

①「国道 7 号線バイパス建設計画基本設計調

査報告書」（2001年 12月） 

②「アンタナナリボ・トアマシナ間経済都市軸橋

梁整備計画準備調査報告書」（2019年 5月） 

①は 20年以上のもので古く、②も２橋での交通

調査結果（かつアンタナナリボ都市圏外）しかな

いのですが、これらを指しているということで良

いでしょうか。 

p.15 第２章第４条（８）に記載の「先方政府が自

己資金あるいは他ドナーの協力を得て実施した

都市交通計画に係る FS 報告書」のことで、配

布資料に記載の以下２点を指しております。 

・MINISTÈRE DES TRANSPORTS ET DE LA 

MÉTÉOROLOGIE「RAPPORT FINAL: ETUDE 

DU SCHÉMA DIRECTEUR DU TRANSPORT 

DANS LA VILLE D'ANTANANARIVO 」

Décembre 2021 

・Ministère Auprès de la Présidence en Charge 

des Projets Présidentiels 「L'amenagement du 
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Canal Andriantany」 

3 P26 

プロポーザルにて特に具体的な

提案を求める事項 

の表 No.1 

長文のため、提案が求められている内容につ

いて明確化させて下さい。 

「複数案の提示と各々の投入量（経費）の目安」

とありますが、「現地コンサルタント、大学関係

者等の活用方法」についても複数案の提示と

各々の投入量(経費)が求められている理解で

良いでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

4 P29 

第３章 プロポーザル作成に係る

留意事項 

２．業務実施上の条件 

（２）業務量目途と業務従事者構

成案 

２）業務従事者の構成案 

「⑥事業・組織計画・経済財務分析」にある「事

業」とは、「事業計画」のことでしょうか。「組織計

画」とまとめているということは、技術的な視点

というよりもむしろ、事業実施の体制や承認に

向けた計画が中心という理解で良いでしょう

か。 

ご理解のとおりで「事業計画・組織計画・経済財

務分析」という趣旨です。また、①～⑤の業務従

事者と比較して、技術的な視点というよりも、事

業実施に向けた体制等の計画が中心という点も

ご理解のとおりです。 

5 P29 

第３章 プロポーザル作成に係る

留意事項 

２．業務実施上の条件 

（２）業務量目途と業務従事者構

成案 

２）業務従事者の構成案 

「⑥事業・組織計画・経済財務分析」にある「財

務分析」とは有料道路などプロジェクトレベルで

の財務分析を想定されているでしょうか、それと

も個別の事業ではなく、政府も含めた組織の財

政状況の分析を想定されているでしょうか。 

経済財務分析については、プロジェクトレベルで

発現される経済効果・財務効果の分析及び組織

の財政状況の分析のどちらも想定しています。

但し、IRR 算出等の精緻な分析は将来的に協力

準備調査を通じて審査を行う際に別途行いま

す。 

6 p.19 （4）および（6）に記載されている、「最新の FS

報告書二点」について、具体的な名称をご教示

ください。 

通番号２で回答のとおりです。 



もし現段階で共有が可能であれば、ご共有をお

願い致します。 

7 - 貴機構が実施した、「マダガスカル国アンタナナ

リボ・トアマシナ（TaToM）地域都市開発・物流ア

ドバイザー業務」の成果報告書を配布資料とし

て頂くことは可能でしょうか。 

あるいは業務開始後に貸与頂くことは可能でし

ょうか。 

配布資料として共有させていただくことが可能で

す。 

資料の追加配布を希望される方は、アフリカ部ア

フリカ第三課 （6rta3@jica.go.jp）までご連絡くだ

さい。 

 

以 上 


